







This paper focuses on a small-scale collaborative project between a university teacher 
(author) and two high school teachers. The main purpose of this project is to create a 
supportive environment for high school instructors who are teaching English to high school 
students with lower self-esteem and motivation for learning. It also aims to create a 
practicable curriculum for students with lower language performance. This project was 
started in a high school where students’ English performance was much lower than the 
standard put forth by the MEXT (Ministry of Education, Culture and Technology), namely, 
level A2 of CEFR. In Japan, university-high school collaboration has been emphasized and 
encouraged. However, it has been mostly for talented high school students to obtain 
advanced learning experiences in a university. This project is much the opposite of the 
mainstream university-high school collaborative practices in that it tries to empower 
students with aversion to learning English and the teachers who teach them. This paper 






















 以前から指摘されていることであるが、根岸他 (2015) によれば、中高生の 4~5 割強が「英
語がやや苦手・とても苦手」と感じている。また、英語に苦手意識を持つ大学１年生を対象と
した研究では、彼らは中学１年生で「わからない」こと、高校 1 年生で「覚えるのが面倒であ
る」ことであることを理由に苦手意識を持つようになったことがわかった (岡田, 嶋林 2000)。
また、英語への苦手意識は学習者の自己意識にも大きな影響を与えている。文部科学省（以下、
文科省）の調査 (2014) では、CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）iiの B1 レベル（「自立した
言語使用者」）の高 3 生の半数以上が「英語を使って国際社会で活躍したい」と答えたのに対



















































4.2 本プロジェクトのイメージ  
本プロジェクトは、高校生に対するアプローチと教員へのアプローチとの二本立てとなってお



















の「進学コース」生徒と、担当教員２名である。研究初年度の 2018 年度は、1 年生と 2 年生




側からの参加者は筆者の他にアドバイザーとしての大学の研究者 1 名である。 
4.4 研究計画 
筆者の本務校と高等学校が距離的に離れていることから、2018 年度の訪問は２ヶ月に１回、１



































継続しない。2018 年度から観察を続けて 2 年目になる 3 年生に特にその傾向が見られた。それ
でも、2019 年 10 月の訪問時には教室の雰囲気は少しずつ変化し、大多数の生徒が大学の推薦
入試に臨むのだということが感じられるようになってきた。彼らが 2 年生だった 2018 年度に
実施した調査ivによると、次のような生徒像が浮かぶ。彼らはある程度規則正しい生活を送り、
朝食は必ずとり、学校に遅刻することはめったにない。しかし、学習意欲はあまり高くないと









 Z 高等学校では、生徒全員にデジタル機器が貸与されている（1 年生は Google のノート PC
である Chromebook、2･3 年生は iPad）。全校で Wi-Fi 環境が整っており、高校教員はオンラ
インでの生徒とのコミュニケーションや授業でのデジタル機器使用を自在にこなす。そのため、
iPad を用いての教材・小テスト作成方法、教材配布等については高校教員の方がはるかに習熟





時 期 実 践 




2017 年 12 月 ・管理職へのプロジェクト説明と合意 
2018 年 2 月 ・年間計画の相談 






2018 年 6 月 ・授業観察、教員との話し合い 
2018 年 7 月 ・第 1 回生徒意識調査実施 
2018 年 11 月 ・授業観察、教員との話し合い 
2019 年 2 月 ・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
2019 年 3 月 
・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
・第 1 回英語学習実態調査実施 
2019 年 4 月 
・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
・新入生宿泊研修にて英語学習のお話 
2019 年 5 月 ・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
2019 年 6 月 
・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
・生徒とのグループディスカッション 
2019 年 7 月 
・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
・生徒とのグループディスカッション 




・第 2 回生徒意識調査実施 
2019 年 10 月 ・授業観察とオンラインでのコメント、教員との話し合い 
本プロジェクトの大きな割合を占める教員の振り返り活動については、Asaoka (2015)、
Motohashi (2018) などを参考にした。訪問できない時期は Hangouts（SNS のコミュニケー






年 7 月に溝上（2015）の「学校と社会をつなぐ調査」（通称「10 年トランジション調査」）とほ








通して生徒との距離が狭くなってきたと感じたため、2019 年 6 月からフォーカス・グルー
プ・ディスカッション（千年, 阿部 2000）を開始した。6 月には、担当教員から紹介された高




年, 阿部 2000）。このフォーカス・グループ・ディスカッションの利点を活かすべく 2019〜
2020 年度に高校生との面談を進めていく予定である。 





いかと考える。前述のように、この 1 年半の間、10 回以上にわたって高校訪問を続け、担当教


































































時から少しずつ英語の授業の中で訓練できるよう、教材の開発を開始した。20201 年 4 月から
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iii 2019 年度は筆者が「学外研修」制度の適用を受けており、大学での授業が免除されていた。 
iv 2018 年 7 月、溝上（2015）の「学校と社会をつなぐ調査」（通称「10 年トランジション調査」）に基づく調査を
実施（後述）。 
v これら二つの調査については、ほぼ同内容で行うことについて、許可を受けている。 
 
